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この 5月に英国の生保市場に関するレポートを2つ書いた1。英国の生保市場は、近代生命保険業が

発祥した最古の老舗市場でありながら今も元気で、生命保険料の世界シェア 8.86%は、14.00%のわが

国に次いで世界第3位。6,500万人の英国人口がわが国と同じ1億 2,700万人あれば、世界シェア17％

超えもあり得るわけで、わが国以上の元気さを示している生保市場とも言える。 

その英国生保市場では、わが国では想像もつかないようなことが起きている。ここでは先のレポー

トで書けなかったことを少し書いてみたい。  

 

生命保険が消滅する？！ 生命保険加入率の低下にブレーキがかからない 

 

次のページのグラフ1は、英国保険協会（ABI)が、英国国家統計局 (Office for National Statistics: 

ONS) の家計調査である「Living Cost and Food Survey（生計費･食品調査）」のデータを基にしてホ

ームページ上で提供してきた、生命保険、個人年金、所得補償保険の加入率に関するデータである。 

第三者である政府機関が消費者側である家計を調査してまとめたデータなので、事業者側のABIが

提供する他の統計との整合性などの疑問点はあるが、いわゆるさじ加減が効いていない客観的な調査

結果として、見ることができる。 

 

グラフ 1 を一目見て分かるトレンドは、1995/96 年以降、生命保険の加入率が右肩下がりで急下降

しているということである。この傾きのままで突き進めば、将来的には、生命保険加入率ゼロの世界

が現出してしまうのではないかとの不安を感じてしまう。 

英国では、生命保険がなくなりつつあるのだろうか。 

 

                                                
15 月 11 日「英国 年金原資使途自由化後の退職商品の販売動向－選択の自由を得た退職者は何を選択したか－」

http://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=52889?site=nli、 5 月 18 日「英国生保業界の変容－投資・貯蓄指向の生保経営 年金への

傾斜が強まる－」http://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=52929?site=nli 
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グラフ１ 生命保険、個人年金、所得補償保険への加入率(%)の推移 -家計調査結果から- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料）ABI “Household spending on insurance ”データより作成 

 

グラフ 2 は、グラフ 1 の「生命保険」の中に含まれている商品のうち、主な伝統的商品それぞれの

加入率の推移を見たものである。 

かつて英国生保市場における生命保険分野の代表商品であった養老保険の加入率が、急激に落ち込

んでおり、どうやらこれが生命保険全体の加入率低下に影響を与えていそうだということがわかる。 

養老保険とともに主力商品の地位を占めていた終身保険は、19 年の間に加入率を約９％落としてい

るが、それでも 2013 年、20％の加入率を維持している。もともと加入率が 6％と低かった定期保険

は、2013 年には加入率が 2％に低下し、養老保険とともに風前の灯火状態となっている。 

 

グラフ２  グラフ 1で生命保険に含まれているいくつかの伝統的商品の加入率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料）ABI “Household spending on insurance ”データより作成 

 

わが国であれば、こんなデータを突きつけられれば、生保関係者は絶句して、何とか下落に歯止め

をかけたいと悪戦苦闘するだろう。しかし、英国の生保業界が生命保険加入率危険水域埋没阻止キャ

ンペーンをはっているというようなことは聞いたことがない。どうも英国生保市場、「生命保険」に冷

たいのである。 

https://www.abi.org.uk/~/media/Files/Documents/Publications/Public/2013/industry%20data/Household%20Spending%20on%20Insurance%20tables.xlsx
https://www.abi.org.uk/~/media/Files/Documents/Publications/Public/2013/industry%20data/Household%20Spending%20on%20Insurance%20tables.xlsx
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 英国生保関係者が心の平穏を保っていられるのは、英国内においては年金業務があるからである。

グラフ1では個人年金の加入率も低迷しているが、企業年金を含む年金業務が英国生保会社の経営を

支えている。また英国外での海外事業が経営の支えとなっている大手生保会社もある。 

 2013年末に英国政府がまとめた英国保険会社の成長戦略である「The UK insurance growth action 

plan（英国保険会社成長アクションプラン）」でも、政府、業界のそうしたスタンスが見える。 

アクションプランは、「英国政府の目的」を、「保険セクターとの強固なパートナーシップを維持し、

保険セクターによる経済成長への貢献を強化し、保険セクターとともに真にグローバルな保険産業の

中での英国のグローバルリーダーとしての地位を促進すること」に設定している。 

そしてアクションプランは、「海外市場における英国保険会社の活動」、「英国内における長期投資家

としての保険会社」に焦点を当てている。 

一方で「英国内の保険市場」については、「成熟市場かつ競争の激しい市場であるので、国際展開を

行う上ではアドバンテージを与えるが、国内のリテール市場で成長を遂げることは困難である」と、

半ば突き放した見解を示している。アクションプランが「英国内の保険市場」に期待することは、「新

技術を活用して、顧客第一の信頼と信用を重んじるスタイルで、顧客のニーズに応える商品を開発す

ること」のみである。成長が見こめる具体的な保険分野としては、「年金」と「介護保険分野」が挙げ

られていたが、「生命保険分野」には言及されていなかった。 

 英国生保業界が保障商品である生命保険とともに貯蓄･投資商品である年金を重視してきたスタン

スは古くから一貫しており、年季が入っている。下記の一文は 81年前の昭和10年（1935年）に書か

れた文章であるが、既に英国生保業界における年金の重要性が語られている。 

                     

山路文四郎『英国に於ける恩給保険に就いて』生命保険経営第7巻(1935年)第 2号より 

英国の生保事業に於ては、我が国と同様、養老保険が優勢で、全生保契約額の約六十パーセント、

終身保険の約二倍を占めている。また年金保険も古くから行われ、殊に生保会社の堅実な基礎が近年

の深刻な財界不況によって廣く實証確認されたため、その契約者は最近益々増加し保険会社の年金支

払い額は一ヶ年略壹千萬磅（ポンド）に達している。この實情は保険契約が単に萬一の場合に於る遺

族のためのみならず自己の老後のための貯蓄として、活用されていることを物語るものであらう。 

 

それでは、なぜ、英国では、生命保険への加入率が低いのだろう。あるいは、生命保険の重要性が

認識されないのだろうか。  

実はこの疑問は、私が生命保険の研究をするようになって間もなくから考え続けている「なぜ日本

の生命保険加入率が世界の中で際立って高いのだろう」という疑問と対をなす疑問であって、解くこ

とのできない疑問である。 

わが国の高普及状況については、2008年に一度、国民総中流と言われる中流化の流れ、女性を家庭

に縛りつけた家族制度、女性営業職員を主たるチャネルとしてきたわが国生命保険会社の経営を一因

として、短文を書いたことがある2。英国の低普及率はまさにそうしたことの裏返しであろうと思うの

だが、いくつか、さらなる思考の遊びをしてみたい。 

                                                
2 松岡博司「生命保険好きの国」http://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=37626?site=nli 2008年 03月 04日 

http://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=37626?site=nli
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「揺りかごから墓場まで」と言われた、英国の高福祉・高社会保障の時代に、英国における民間生

命保険の低普及率の原因を求めることができるかもしれない。社会保障のカバー範囲が広く手篤くな

ったため、民間の生命保険が競合に敗れて消えさった。一度消えた民間生活保障の火は、サッチャー

政権以降の自己責任による生活保障確保の時代が来ても、消費者側、事業者側の双方において、再び

燃え上がることはなかったという見方である。 

 

庭田範秋『イギリスにおける保険事業の諸特性と問題点』生命保険経営第43巻(1975年)第 5号より 

ある一定段階まで社会保障が充実すれば、やはり私的な保険との競合は避けられないとの実例が、

イギリスにおいても示されたとされる。・・・・また大衆性の強い保険とか、勤労者向けの保険とりわ

け簡易保険が社会保障にとって代わられるのは当然のことで、イギリスの簡易保険はこのところふる

っていない。 

 

英国が早くから高齢化しており、高齢まで死なずに生きる可能性が高いという楽観的な気持ちが、

国民の間にあったということもあるだろうか。 

英国の高齢化率（65 歳以上人口比率）が 7％を超えたのは 1930 年のことである。1970 年に高齢化

率が7％を超えたわが国に比べ、英国の高齢化のスタートは 40年も早かった。戦後、日本が若い労働

力で高度経済成長を遂げていたとき、英国は高齢化問題に向き合っていた。 

次に英国の高齢化率が 14％を超えたのは 1976 年、7％を超えてから 46 年後のことである。これに

対し、日本は1970年に7％を超えてから24年後の 1994年に14％を超えている。 

高齢化の先行国として、じっくりと進む高齢化の中で、英国の人々は、不意に死んでしまうことよ

りも、長生きして老後をいかに生きるかの方が重要な問題なのだと考えるようになっていったという

見方はあり得るだろうか。 

地震、台風、火山等、自然災害の塊とも言えるわが国と状況が異なって、英国にはこうした大規模

な自然災害がほとんどないということに、生命保険の低普及状況の原因を見ることもできるかもしれ

ない。 

こうした社会情勢的な状況の原因を考えはじめると、楽しいのだが、とりとめもなく切りのない状

況が続き、なかなか腑に落ちることがない。 

どなたか、お考えをご教示頂ければと思う。 

 

なお、最初の近代的生保会社エクイタブルが設立されて以来の英国生保市場の歴史は254年、それ

に対し、明治生命が設立されて以来のわが国生保市場の歴史は135年である。英国生保市場は、わが

国生保市場の倍近い歴史を持っている。 

わが国の生保市場が今後、英国生保市場の歴史をなぞらないという確証もない。一つの市場発展形

として、英国生保市場の帰趨を見守り続けたい。 

 


